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楠本君惠氏が平成18年２月に論創社から『不思議の国のアリス』を出版
されたときに，以下の内容の書評を日本ルイス・キャロル協会のニューズ
レター (The Looking-Glass Letter　No.88 Mar/Apr 2006) に寄稿した。
楠本君惠氏訳の『不思議の国のアリス』（論創社）を読んで
読みやすい，しかも斬新な翻訳である。一つだけ例を挙げると，Curioser
の訳し方である。「きみょうね」と一部の活字を太くすることで，原文の意
図が伝えられている。挿絵の位置や文章の改行まで視覚にこだわったキャ
ロルを意識しての訳ともいえるだろう。Brian Partridge氏の挿絵は，とき
にはドキッとするようななまめかしいものもあり，独自のアリスが描かれ
ている。キャロルとテニエルとの関係（両者の関係は決して険悪なもので
はなかった）を彷彿させる楠本氏とパートリッジ氏の連携も記しておかな
くてはならない。
何が楠本氏に翻訳を決意させたのだろうか。あとがきには英，米，日本
のキャロル協会に所属するメンバーとして，ご自身も貢献したかったこと
と，ブライアン・パートリッジ氏の挿絵との出会いがあったからだと記さ
れているが，私には他にも理由があったように思えてならない。以前楠本
氏が出版された『翻訳の国のアリス』を執筆の際，先人達の翻訳に感服し
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つつも，自分ならこう訳してみたいと思ったのではないだろうか。さらに
氏のキャロルへの想いが翻訳を結実させたのであろう。日本における翻訳
史に残る訳といえるだろう。訳し方では私と解釈の違う箇所もあったが，
それは楠本氏へ直接お伝えした。1897年版を定本とされているのだから，
出版社を説得され，二刷目は序文と，巻末のChristmas-Greetingsも訳して
いただきたいと思う。 平成18年３月５日　記　　（門馬義幸）
訳者あとがきで，楠本氏は「今回私は，岩崎民平氏の名訳を念頭に，間
違った言葉のおもしろさは一応無視して，元々言わんとしていることをは
っきり連想させるような簡単な訳語を考えました。」と述べているので，こ
こでは，岩崎民平氏訳についても触れておきたい。岩崎氏は研究社の英文
訳註叢書（対訳）の『不思議國のアリス』を担当した。発行されたのは昭
和４年（1929年）である。この英文訳註叢書の初版本は実在のアリスが所
有していた４冊の日本のアリス本の中の１冊で，Alice Pleasance Hargreaves
と署名もしてあり，2001年６月に行われたサザビーズのオークションに出
品された。オークションカタログではこの本が写真付きで紹介されている。
昭和初期は現在のように『不思議の国のアリス』の書名が定着しておらず，
『不思議の國……』の「の」がない『不思議國のアリス』の書名が使われて
いる。そのはしがきに以下の記載がある。
この名作 “Alice” の譯を印刷してゐる話を先頃Medley先生にする
と， “Well, fools rush in −!” （盲蛇な事を！）とご嘆聲を洩らされまし
たが，其後日本にもいろいろの譯が出てゐるのを知り，「小學生全集」
中には芥川，菊池兩氏の共譯に成るものがあるを知るに及んでは，I 
sin in good company（お歷々が同じことをしてゐられる）と意を安ん
じてゐる次第です。
言葉遊びに溢れているアリスの物語を日本語に訳そうとするとは何て無
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謀な試みだとMedley先生は思ったのかもしれない。そんなときに芥川龍之
介・菊池寛共訳の『アリス物語』（昭和２年発行）を知って岩崎氏が安堵し
ているのも興味深い。岩崎氏のこの英文訳註叢書は昭和25年11月には第９
版が発行されている。昭和27年12月には研究社新訳注双書として，『ふし
ぎ國のアリス』の書名で発行された。はしがきを書き換え，訳にも手を加
えている。この新訳注双書の最終版は平成３年１月に発行されたが，33版
を重ねている。書名は「國」が新字体に変わっているが『ふしぎ国のアリ
ス』のままである。昭和４年発行の英文訳註叢書から考えれば64年間以上
も書店に並んだことになる。さらに岩崎氏訳は角川文庫からも『不思議の
国のアリス』の書名で，昭和27年４月に発行された。訳は対訳本とは若干
変えている。最終版だと思われる改版14版は昭和50年１月に発行された。
この改版では年少の読者でも読めるようにと「努めたのでした」を「つと
めたのでした」のように読みにくい漢字を仮名にし，多くの漢字にルビを
ふっている。角川文庫から昭和50年８月に福島正実訳が出版されるまで，
23年間に亘って発行され続けた。Martin Gardner氏の注釈本The Annotated 
Alice（1960年発行）がない時代に日本人が『不思議の国のアリス』を翻訳
することがどれほど大変なことかと思うと，岩崎氏が翻訳を続けたことは
偉業といえるだろう。
現在ではThe Annotated Aliceのおかげで私達は物語の背景を知ることが
可能になった。この本の前書きでも，Gardner氏はキャロルのしゃれは当
時のオックスフォードの住人やアリス姉妹しかわからない事柄もあるし，
イギリスでさえ，15歳未満の子供が面白く読める時代は去ってしまったと
述べている。この前書きが書かれたのが1960年である。現在ではそれから
50年もたっている。私達をとりまく状況はさらに劇的に変化しており，英
語圏の人でさえ，今ではアリスの物語を理解するのはむずかしくなってい
るといえるだろう。前書きから一部を引用する。
In the case of ALICE we are dealing with a very curious, 
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complicated kind of nonsense, written for British readers of another 
century, and we need to know a great many things that are not part of 
the text if we wish to capture its full wit and flavor.  It is even worse 
than that, for some of Carroll’s jokes could be understood only by 
residents of Oxford, and other jokes, still more private, could be 
understood only by the lovely daughters of Dean Liddell. ...because 
the time is past when a child under fifteen, even in England, can read 
Alice with the same delight as gained from, say, The Wind in the 
Willows or The Wizard of Oz. Children today are bewildered and 
sometimes frightened by the nightmarish atmosphere of Alice’s 
dreams. 
楠本氏は翻訳をされる際，red cloth editionの1897年版を定本とされた
が，この版はキャロルが生前に改訂した最後の版ということもあり，特筆
されるべきものである。キャロルは存命中，『不思議の国のアリス』のテキ
ストに手を加え続けた。このred cloth editionでは1865年に出版された初版
から，1897年までに９版を重ねている。大幅な加筆，改訂の例をいくつか
挙げれば，第７版［1886年］で，第10章の’Tis the voice of the Lobsterを第
１スタンザで4行から８行に増やし，第２スタンザでも２行から８行に増
やし，the owlをthe Pantherに変えている。第８版［1891年］では，第３章
の「ネズミの話」のしっぽの活字全体を組み替えている。この1897年版で
は，序文を付け加え，テキスト全体にわたり細かな訂正をした。punctuation
や単語のつづりなどその訂正は400箇所以上に及んでいる。その中でも特
に目を引くのは，キャロル独特の短縮形が用いられていることだ。ca’n’t, 
sha’n’t, wo’n’tが使われている。Selwyn Goodacre氏はこの1897年版でもキ
ャロルは訂正し忘れたところがあることに注目し，もしキャロルが生きて
いたらさらに訂正をしただろうと，キャロル独自の原則に沿ってテキスト
完全版をPennyroyal Press (Barry Moser挿絵) から出版された『不思議の
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国のアリス』（1982年），『鏡の国のアリス』（1983年）で試みている。で
は，キャロルはいつ頃からこの短縮形を使い始めたのだろうか。1887年に
発行された『不思議の国のアリス』のpeople’s editionではsha’n’tが使われ
ているが，won’tはwon’tのままで，can notの短縮形はcan’tとca’n’tの両方
が使われている。people’s editionではその後も訂正されず，これらの綴り
のまま版を重ねている。手元にある1959年に発行された版でもwon’tは
won’tのままでwo’n’tにはなっていない。
ca’n’t, sha’n’t, wo’n’tの短縮形のすべてが初めて使われたのは『シルヴィ
ーとブルーノ』(Sylvie and Bruno, 1889) であり，『不思議の国のアリス』で
は1897年発行のred cloth editionまで待たなければならなかった。なお，
1897年発行の『鏡の国のアリス』第４版でもこのキャロル独特の短縮形が
使われている。では何故，キャロルはこのような短縮形を使ったのであろ
うか。このことは『シルヴィーとブルーノ完結編』(Sylvie and Bruno 
Concluded, 1893) の前書きでキャロル自身が説明している。この前書きで
はキャロルは一般的な使われ方のほうが間違っているとさえ断言している。
Other critics have objected to certain innovations in spelling, such 
as ca’n’t,” “wo’n’t,” “traveler.” In reply, I can only plead my firm 
conviction that the popular usage is wrong. As to “ca’n’t,” it will not be 
disputed that, in all other words ending in “n’t,” these letters are an 
abbreviation of “not”; and it is surely absurd to suppose that, in this 
solitary instance, “not” is represented by “ ’t”!  In fact “can’t” is the 
proper abbreviation for “can it,” just as “is’t” for “is it.”  Again, in 
“wo’n’t,” the first apostrophe is needed, because the word "would" is 
here abridged into “wo”: but I hold it proper to spell “don’t” with only 
one apostrophe, because the word “do” is here complete. As to such 
words as “traveler,” I hold the correct principle to be, to double the 
consonant when the accent falls on that syllable; otherwise to leave it 
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single.
キャロルの原則では，ca’n’tではそれぞれの「’」は短縮された箇所を示
している。ca’n’tの２箇所の「’」は最初の「’」がcanの省略されたnを示し，
2番目の「’」はnotの省略されたoの部分を示している。wo’n’t − would not, 
sha’n’t − shall not（下線部が省略される箇所）も，同じように考えること
ができる。またwill notの短縮形も本文中ではwo’n’tが使われている。それ
に比べて，don’tはdo notのoの部分しか省略されていないので，本文では
do’n’tとならずにdon’tのままである。なお，前書きで言及されている
travelerに関しては現在でもtravelerとtravlellerの両方が使われているこ
ともあり，ここでは触れないことにする。
また，この1897年度版の序文も注目に値する。紙数の都合もあり，論創
社の意向で序文は割愛されたとのことだが，この序文の中に第7章の「狂っ
たお茶会」で，帽子屋が出したなぞなぞWhy is a raven like a writing-desk?
（「カラスと机は何故似ているのか？」）の答えが書かれている。この問いに
は当初答えはなかったが，読者からの問い合わせが多かったので，キャロ
ル自身　“・・・ it is nevar put up with the wrong end in front!（「違う側を
決して前にはしない」，下線は筆者）という答えを出した。ところがキャロ
ルの死後（1898年１月14日没），出版社によって，nevarはそれ以降の印刷
ではミスプリントとしてneverに直されてしまった。Denis Crutch氏がイギ
リ ス の キ ャ ロ ル 協 会 の 研 究 誌 Jabberwocky (The Journal of the Lewis 
Carroll Society 1976 Vol.5  No.1) でnevarはミスプリントではなく，raven
（カラス）を逆から読んだキャロルの言葉遊びであることを明らかにするま
で，英米人でさえこのことに気がつかず，1976年までの長い間ミスプリン
トして処理されてきたのである。
楠本氏の翻訳はイギリスのルイス・キャロル協会でもLewis Carroll 
Review:  The Reviewing Journal of the Lewis Carroll Society (Issue 33  May 
2006) でAlan White氏により取り上げられた。主要なところをいくつか紹
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介し，コメントを加えたい。
Brian Partridge’s Alice is one that the collectors among us have 
been waiting almost twenty years for.  We have been tempted and 
frustrated at the same time by his pictures in various exhibitions, 
bought his postcards whenever we have found them, even subscribed 
to the Dodo Club in order to get our hands on his cover illustrations.
Partridge氏は20年に亘ってアリスを描き続け，2004年には作品集の 
Drawn into W onderland (Norfolk: PH Topics, 2004) を発行した。この本は
300冊の限定本で，この本で発表されている絵も何点か楠本氏の本で使わ
れている。また，アリスに興味を持つ子供たちのために1990年に設立され
たThe Dodo Clubの会報の表紙も手がけている。第３号〜17号，第19号，
第21号〜26号，第36号の表紙を担当した。The Dodo Clubは設立したAlan 
Holland氏が2007年に83歳で亡くなられてから活動が停滞しているが，The 
Dodo Club Newsは1990年に発行された第１号からsummer 2009年号（通算
64号）まで発行されている。
It does seem sad that it took a Japanese publisher to see the 
quality of his work and that it is not recognized in his own country. 
Perhaps an English publisher will see the work and recognise the value 
of it. ・・・　Every picture is worthy of close scrutiny, with a magnifying 
glass, even, as almost every square millimetre is covered in detail, all 
of it pertinent to the tale. Having studied the Alice books and Lewis 
Carroll for so many years, Brian is intricately involved in the stories 
and leaves jokes and references all over the place.（前出Alan White氏
の書評）
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イギリス人から見ればPartridge氏の挿絵がイギリスではなく，日本で発
行されたことに忸怩たる思いもあるようだ。これだけアリスに傾倒し，展
示会でアリスをモチーフにした作品を発表し，アリスのポストカードも販
売し，英，米，日のキャロリアン達の評価も高い。にもかかわらずイギリ
ス国内でPartridge氏の挿絵を使う出版社がなかったのだから，そのような
思いにかられるのは当然かもしれない。今回，日本で発行されたことによ
り，イギリスでのPartridge氏の評価は高まったと思われる。ただ，出版さ
れているアリス関係の本に関していえば，本家イギリスよりも日本の方が
多くの本が発行されていることも考えなければならない。アマゾンで検索
すれば，日本で出版されている『不思議の国のアリス』，『鏡の国のアリ
ス』，『地下の国のアリス』，『子供部屋のアリス』，ディズニーのアリスの合
計数は60冊を超えている。
I also suspect that some of the characters are portraits of people 
that Brian knows; they have that look about them.  I think that the 
Hatter is Graham Arnold, a fellow artist in the Brotherhood of 
Ruralists; the trademark ribbon in his hat surely confirms this.  But I 
have no clue as to the identity of the Duchess or the Queen of Hearts, 
or even the Caterpillar, who brims over with character. （ 前 出 Alan 
White氏の書評）
挿絵に描かれているのはPartridge氏の知人であるという指摘は面白い。
このような視点で見れば，登場人物の顔がリアルである点もうなずける。
Partridge氏の知人，友人ならば挿絵を見て誰がモデルなのかわかるのかも
しれない。
The downside of the book is the quality of the printing.  As one of 
a series of classic books, I suspect that it is a cheap production. （前出
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Alan White氏の書評）
楠本氏が一番心を痛めていたのが挿絵の印刷であった。挿絵の印刷があ
まりにもうすく，挿絵の持つ魅力が充分に伝わってこないのだ。イギリス
で『不思議の国のアリス』の初版が出版されたとき，挿絵画家のテニエル
が不満をもらし，印刷をし直したことが思い出される。実際，1865年に出
版された初版本では，挿絵によってはかなり印刷むらがあり，テニエルが
満足しなかったことも理解できる。
ま た， あ と が き で は キ ャ ロ ル の 本 名Charles Lutwidge Dodgsonの
Dodgsonを「ドッドソン」されていたが，今では楠本氏は「ドジソン」に
表記を改めている点にも注目したい。楠本氏は2009年のOxford Experience
のプログラムのEdward Wakeling氏の講座Alice’s Adventures in Oxfordに
参加した。その際に実在のアリスの発する“Mr Dodgson”の発音を聞いて
「ドッドソン」よりも「ドジソン」に近い音に聞こえたからだと聞いてい
る。アリスがルイス・キャロル生誕100年を記念してコロンビア大学で名誉
博士号を授与するためにアメリカに来た際，インタビューを受けた。その
インタビュー映像の中で彼女が“Mr Dodgson”と言っていたのである。
楠本氏と私との出会いについても書いておきたい。挿絵画家のひらいた
かこ氏から楠本氏を紹介されたのがきっかけである。ひらい氏と私はキャ
ロルを通して知り合うことができた。私は月刊誌『MOE』７月号（1991年
７月１日発行）のアリス特集号で，「アリスを描いた挿絵にみられる二つの
時代性」を書いた。この号を国内外の友人達に送ったが，その中の一人が
Joel Birenbaum氏であった。この号の表紙裏でひらい氏が描いたThe Queen 
of Heartsの作品に気がついたBirenbaum氏はひらい氏に手紙を書き，その
中で私のことにも触れたことが経緯となり，ひらい氏が私に手紙（1991年
８月10日付）を下さったのである。ちなみにひらい氏とBirenbaum氏の出
会いはお二人とも画家のRalph Steadman氏に会いたくて，Steadman氏がよ
く訪れるロンドンの書店で偶然知り合ったとのことだ。お二人の出会いも
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キャロルのおかげと言えるだろう。
1993年春，楠本氏がケンブリッジで勉強されていた時に，キャロルのこ
とについて詳しく調べる手段がなく，それを知ったひらい氏がイギリスの
ルイス・キャロル協会会員でもあった私の住所を楠本氏にお知らせした。
その後，楠本氏から手紙が届き，私はイギリスのキャロル協会のことや
Edward Wakeling氏のことを紹介した。現在法政大学法学部教授であり，
すでにイギリスのキャロル協会会員であった後藤一美氏（当時は海外経済
協力基金・ロンドン首席駐在員）がイギリスに滞在していたこともあり，
お二人でイギリスのキャロル協会の例会に参加し，キャロルに興味のある
日本人の存在感を大いに高めたようだ。その後，私が法政大学第一教養部
で非常勤講師になり，その数年後に後藤氏が教授に就任されたのは不思議
な縁を感じる。
楠本氏の挿絵を担当しているBrian Partridge氏と手紙のやり取りをする
ようになったのも，ひらい氏からお手紙をいただいたのと同じ1991年であ
る。Partridge氏から “Greetings!! I thought you might like these prints to 
add your collection.・・・I like to spread such things among fellow ‘Alice’ 
lovers, where they will be appreciated.” と手紙（1991年３月４日付）と
Partridge氏作成のポストカードをいただいた。この手紙をきっかけに自作
のポストカードを中心にカードやパンフレットを送ってくださり，私は日
本のアリスの本をお送りした。Partridge氏が日本の挿絵画家達の作品を高
く評価していたことはここに記しておきたい。私が所持している彼のアリ
ス関連のポストカードは60枚以上になる。ちなみに私とPartridge氏は1982
年に行われたイギリスでのキャロルツアーに参加しているが，その当時は
お互いに面識がなく，言葉を交わした記憶がない。Partridge氏の作品はパ
ルコ・クリフォードギャラリーで開催（平成３年８月29日〜９月30日）さ
れたイギリス気鋭の芸術家集団ルーラリストの「アリス，アリス，アリス」
展でも展示された。私の娘の玲子をモデルにしたReiko as Aliceがsouvenir 
pamphletとして会場に展示されたことも思い出深い。会期中は3500人もの
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来場があった。楠本氏自身はPartridge氏のアリスを描いた作品を，2005年
の夏にヘイスティングの博物館の「アリス展」で見たときに胸が躍り，帰
国後，まぶたに焼きついたそれらのアリスの絵をイメージしながら一気に
訳されたという。もし私が『MOE』のアリス特集号で一文を書かなけれ
ば，ひらい氏とも楠本氏とも知り合うことがなかったであろう。キャロル
が導いてくれた縁のおかげである。
今年（2010年）はTim Burton氏の映画「アリス・イン・ワンダーラン
ド」が上映されたこともあり，世界中でアリスが取り上げられた。私自身
はこの映画はキャロルの作品に触発された物語と判断しているが，この映
画を契機に原作を読む読者が増えることを願っている。退職後は研究に没
頭すると楠本氏から伺っているが，是非，『鏡の国のアリス』も斬新な訳で
出版をお願いしたい。
楠本君惠氏訳『不思議の国のアリス』（論創社）雑感
